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Conversation Rules Numberof d(SIA-S2A)d(SIB-SIA)d(S2B-S2A)d(SIB-S2A)d(SIA-S2B)
type of signifiw t
opdmiZation talks
t 5.14士2.21101.8±4.012.9±6.014.5±5.8102.7±4.0102.9±4.0
1 5.40±2.36101.9±4.013.8±6.415.5±6.2102.8士4.0103.0±4.0
日 5.25±2.24101.8±4.013.2±6.214.8±5.9102.8士4.0103.0±4.0
1 7.50士4.74104.6土4.015.8士7.318.7±8.3102.5士4.0106.5士4.4
1 8.06±5.61104.7±3.917.0±8.220.4±9.5102.6±4.0106.7±4.5
11 7.87±5.38104.6士3.916.2±7.819.4±9.1102.5±3.9106.6±4.5
1 7.48±4.70105.0士3.917.8±8.716.9士7.1106.8±4.4102.7士4.0
l 7.97±5.55105.1±3.919.3士9.918.1±7.9107.0±4.5102.8±3.9
日 7.80±5.34105.0±3.918.4±9.517.3±7.5106.9±4.5102.7±3.9
1 6.61士3.18108.9±4.515.1士6.416.3±6.2106.6±4.1106.3士4.1
1 7.19±3.82109.2±4.816.4±7.117.7±6.8106.8±4.2106.4±4.2
日 6.92±3.53109.1±4.715.6±6.716.8±6.5106.7±4.1106.4±4.1
初期値のd(SIB-S2B)は同じ初期値セットを用いたので等しく103.9±4.0である｡す
べての結果は4352種の初期値セットから導き出された平均値である｡
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｢複雑系4｣
TypeN-TypeP､TypePITypeNの会話でsignificapttalksの多い原因は､自分がつい
た嘘に自分が萌され､収拾をつけるまでに時間がかかるためである｡
TypeP(正直者)よりもTypeN(天邪鬼)の方が会話前後の自らの状態変化d(SB-SA)が
多いのはそのためである｡
§考察
Fig.5TypeP-TypeP間での会話
奇数ノード間(a)､偶数ノード間(b)を問わず､会話をループさせることが可能である｡
矢印に付属しているキャプションの数字は会話のステップ数を示し､Sは話手側､H
は聞手側を各々示している｡Sl､S2はオブジェクトを示し､A､B､Cは各オブジェ
クトが認識している共通のシンボルである(ノードに相当する)｡
b
Fig.6TypeN-TypeN間での会話
奇数ノード間(a)ではループは閉じる事が出来ない｡偶数ノード間(b)のみ調和的に編
し合うループが発生する｡実線矢印はリンクの最高値を意味し波線矢印はリンクの
最低値を意味する｡
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研究会報告
Fig.7TypeN-TypeP間での会話
SlがTypeN､S2がTypePである｡奇数ノード間(a)では自分のついた嘘に自分が編さ
れる ｢嘘フィードバック｣が発生し､偶数ノード間(b)では編し通し続けるループが
発生する｡
2着間でかつ交互に会話を行うというモデルの特殊性故に､会話はトポロジーを
有していた(Fig.5,6,7参照)｡
得点づけや高次の教師抜きで､かつ落ち着くべき最終形態は初期状態から決定さ
れているモデルではあるが､情報伝達に必要な戦略や複雑さを隠喰的に持っている
ように患われる｡今後はノード数の変更､多著聞の会話での方言の発現､また発話
器､受話器､最適化器を考え直し､自発的なdogmaからmathemaへの進化過程等を探
究したい｡
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